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このたびは本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本製品をお使いになれば、Fast Ethernetのネットワークに接続することができ

ます。より快適にご活用いただくために、本マニュアルをよくお読みいただき、

正しいお取り扱いをお願いします。

呼び方 意味

「NOS」　または

「ネットワークOS」

Network Operating System

Windows 2000 Microsoft® Windows® 2000 Professional

Windows Me Microsoft® Windows® Millennium Edition

Windows 98 Microsoft® Windows® 98 Operating Systemおよび

Microsoft® Windows® 98 Operating System Second

 Editionの総称

Windows 95 Microsoft® Windows® 95 Operating System

Windows Me/98/95 Windows Me, Windows 98およびWindows 95の総称

Windows NT 4.0 Microsoft® Windows NT® Operating System 

Version 4.0 Workstation

Windows NT 3.51 Microsoft® Windows NT® Operating System 

Version 3.51 Workstation

Windows NT 4.0/3.51 Windows NT 4.0およびWindows NT 3.51の総称

Windows 3.1 Microsoft® Windows® Operating System Version 3.1

Windows Windows 2000,Windows Me,Windows 98,Windows 95,

Windows NT 4.0およびWindows 3.1の総称

NetWare 3.xJ NetWare 3.12J/3.2J

NetWare 4.x NetWare 4.1J/4.11J/4.2

NetWare 5.x NetWare 5.0/5.1

NetWare 3.xJ/4.x/5.x NetWare 3.xJ,NetWare 4.xおよびNetWare 5.xの総称

はじめに

本書での呼び方
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本製品をご使用になる場合は、以下の流れに沿って、必要な個所のみお読みくださ

い。

　　　　　　　本製品を取り付ける前の確認・準備を行います。

　　　　　　　　　　本製品をパソコンのPCカードスロットに

　　　　　　　　　　挿入します。

　　　　　　　　　本製品のドライバをインストールします。

　　　　　　　　　お使いのOSによって方法が異なるので、

　　　　　　　　　必要なページを参照してください。

　　　・Windowsへインストールする場合　　　　　　　　・Windows以外のネットワークOSへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インストールする場合

取り付け前の確認・準備

本書の読み方

取り付け

Windows以外の

ネットワークOS

へのインストール

Windowsへの
インストール
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マイクロソフト社は、WHQL という組織において、パソコン本体や周辺機器などを対象と

した認定手続きを行っております。

認定された製品は、「Designed for Windows」ロゴが付けられ、デジタル署名が添付され、

Windows 環境において安心してご利用になることができます。

本製品の特長

Full-Duplex 対応のスイッチングハブ

などと併用することで、理論値

２倍の高速通信が可能（全二重対応）

・ 各種ネットワーク OS 用ドライバ

　ソフト添付

・ODI 4.0, NDIS 2/3/4/5

10/100Mbps を自動的に検知して切り

替えるため、既存の 10BASE-T ネット

ワークにも簡単に設置でき移行もス

ムーズ

Windows 2000/Me/98/NT 4.0

（以下の［参考］を参照）

・ プラグ＆プレイ対応の簡単インス

トール

・ ネットワーク状態監視用の LED

インジケータを装備しているの

で、ネットワークトラブルの切り

分けができます

参考
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この章では、本製品をパソコンへ取り付ける前の準備について、順を追って

説明しています。

　　　　　　　　　　　　箱の中身を確認します。

　　　　　　　　　　　　本製品に必要な動作環境を確認します。

　　　　　　　　　　　　添付のサポートソフトディスクのバックアップ

　　　　　　　　　　　　ディスクを作成します。

取り付け前の確認・準備

箱の中の確認

動作環境の確認

バックアップディスクの作成

2ﾍﾟｰｼﾞ

3ﾍﾟｰｼﾞ

7ページ
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ご使用の前に以下のものがそろっていることをご確認ください。

万一、不足品がありましたら、弊社PLANTコールセンターまでお知らせください。

箱・梱包材は大切に保管し、修理などの輸送の際にご利用ください。

 本製品（１枚）

 メディアカプラ（１個）

 サポートソフト（２枚）

　　　　［3.5インチ2HD（1.44MB）］

　　・PC98-NXシリーズおよび

　　　　　　　DOS/Vマシン用（１枚）

　　・PC-9821シリーズ用（１枚）

 取扱説明書（１冊）

 ハードウェア保証書（１枚）

 ハードウェアシリアルNo.シール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１枚）

 Verシール（１枚）

 ユーザー登録カード（１枚）

　　　※ユーザー登録方法については、

　　　　　115ﾍﾟｰｼﾞ参照

 『安全で快適にお使い

         いただくために』（１冊）

箱の中の確認

本書

RJ-45用
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本製品の動作環境を確認します。

PCカードTYPEⅡスロットを搭載または装備し、

フロッピーディスクドライブ（サポートソフトのインストール用）を搭載※1

した以下の機種

　※1 PCカードスロットが１つのみのパソコンで、PCカード接続のフロッピーディスク

　　　 ドライブをお使いの場合は、5ページを参照してください。

　　　 フロッピーディスクドライブが無い場合は、6ページを参照してください。

対応機種 対応OS（日本語版のみ）

NEC PC98-NX
シリーズ

・ Windows 2000

・ Windows Me

・ Windows 98（Second Edition含む）

・ Windows 95

・ Windows NT 4.0

DOS/Vマシン※2

・ Windows 2000

・ Windows Me

・ Windows 98（Second Edition含む）

・ Windows 95

・ Windows NT 4.0/3.51

・ Windows 3.1（MS-DOS Ver.5.0/V以降）

・ MS-DOS Ver.5.0/V以降

NEC PC-9821
シリーズ

（Neを除く）

・ Windows 2000

・ Windows 98（Second Edition含む）

・ Windows 95

・ Windows NT 4.0/3.51

・ Windows 3.1（MS-DOS Ver.3.30C以降）

・ MS-DOS Ver.3.30C以降
※2 弊社では、OADG加盟メーカーのDOS/Vマシンで動作確認を行っております。

【Windows 3.1,MS-DOS で使用時の注意】
　DOS/V マシンをお使いの場合、標準で PC カードドライバが添付されていない場合が
　ありますので、ご確認ください。

　PC カードドライバに関しては、各パソコンメーカーにお問い合わせください。

動作環境の確認

対応機種・ＯＳ

注意！



動作環境の確認

４

【Windows 3.1,MS-DOS で使用時の注意】

　メモリマネージャを利用する場合、32Bit I/O アクセス可能なバージョンが必要です。
　DOS/V マシンの場合

　　EMM386.EXE Ver.4.49 以降（@nifty の Microsoft Station などで入手可能）
　　VMM386.EXE Ver.3.51 以降
　　QEMM386.SYS Ver.7.0 以降

　　386MAX.SYS Ver.6.03 以降
　PC-9821 シリーズの場合
　　EMM386.EXE （NEC 製 Windows 3.1,Microsoft 製 Windows 3.1,

　　　　　　　　　　　　　　　　　NEC 製 MS-DOS Ver.5.0 以降に添付）
　　VMM386.EXE Ver.3.10 以降

弊社製 CardDock2-IN/DV,CardDock2-EX/DV,CardDock/DV,CardDock2-EX/98,

CardDock/98,CardDock/98-EX に対応しています。

その場合、CardDock シリーズの動作環境もご覧ください。

         クライアント･サーバ            ピア・ツー・ピア

  日本語Windows 2000

  日本語Windows Me/98/95

  日本語Windows NT 4.0/3.51

  NetWare 3.xJ/4.x/5.x

　　　※クライアントのみ

  Microsoft LAN Manager V2.1xJ

  日本語Windows 2000

  日本語Windows Me/98/95

  日本語Windows NT 4.0/3.51

  Personal NetWare J 1.0

  LANtastic 6.0

  LANtastic for Windows 98/95

           対応ドライバ

  ODI 4.0

  NDIS 2/3/4/5

対応ＮＯＳ環境

参考

注意！



動作環境の確認

５

本製品を使用するには、「サポートソフト」ディスクをインストールするた

めのフロッピーディスクドライブが必要です。

パソコンにPCカードスロットが１つのみで、かつPCカード接続のフロッピーディスク

ドライブをお使いの場合、インストール時にフロッピーディスクドライブが使

えません。

以下の方法で「サポートソフト」の内容をハードディスクにコピーしておい

てください。（インストール手順については、【第３章】(17ページ)および

【第４章】(79ページ)を参照してください。）

１ パソコンにフロッピーディスクドライブを接続し、

パソコンの電源を入れます。

２ Windows 2000、Windows Me/98/95、Windows NT 4.0をお使い

の場合

①エクスプローラを起動します。

[スタート]→[プログラム]→[エクスプローラ]を順にクリックしま

す。（Windows 2000は[スタート]→[プログラム]→[アクセサリ]

→[エクスプローラ]）

②[すべてのファイルを表示する]に設定します。

1.［ツール］メニューの［フォルダ オプション］を選びます。

2.［すべてのファイルとフォルダを表示する］をチェックしま

　 す。

3.［OK］ボタンをクリックします。

[ツール]メニューの[フォルダ オプション]が無い場合、以下の手順で設定します。

→①[表示]メニューの[フォルダ オプション]を選びます。

　②[表示]タブの[すべてのファイルを表示する]をチェックします。

　③[OK]ボタンをクリックします。

３ フロッピーディスクドライブに

「サポートソフト」ディスクをセットします。

４ ハードディスクドライブ（Windowsなどがインストールされている

ドライブ）に、任意のフォルダ（ディレクトリ）を作成します。

PCカード接続でフロッピーディスクをお使いの場合

参考
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５ 「サポートソフト」ディスクの内容をすべて手順４ で作成した

フォルダ（ディレクトリ）にコピーします。

このあと、【第３章】でのインストール時の手順内では、

サポートソフトディスクが要求された時に、上記の手順４ で作成し

たフォルダ内の「WIN2000」（「WINME」「WIN98」「WIN95」「NT40」

「NT351」フォルダ）を指定してください。

【第４章】でのインストール時の手順内では、

サポートソフトディスクが要求された時に、「フロッピーディスクドライ

ブ名」を上記の手順４ で作成した「ディレクトリ名」に替えて指定し

てください。

本製品を使用するには、「サポートソフト」ディスクをインストールするた

めのフロッピーディスクドライブが必要です。

パソコンにフロッピーディスクドライブが無い場合は、以下を行ってくださ

い。

１ インターネット上の弊社ホームページ（http://www.iodata.co.jp/）

より、本製品の「サポートソフト」のファイルを入手します。

２ ハードディスクドライブ（Windowsなどがインストールされている

ドライブ）に、任意のフォルダを作成し、入手したファイルをその

フォルダで展開してください。

このあと、【第３章】でのインストール時の手順内では、

サポートソフトディスクが要求された時に、上記の作成したフォルダ

内の「WIN2000」（「WINME」「WIN98」「WIN95」「NT40」「NT351」フォ

ルダ）を指定してください。

【第４章】でのインストール時の手順内では、

サポートソフトディスクが要求された時に、「フロッピーディスクドライ

ブ名」を上記で作成した「ディレクトリ名」に替えて指定してください。

フロッピーディスクドライブが無い場合
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本製品に添付されているサポートソフトディスクは、必ずバックアップし、

バックアップディスクの方を実行用ディスクとしてお使いください。

１ 1.44MBでフォーマット済みの空きフロッピーディスク

(3.5インチ2HD)を用意します。

２ サポートソフトディスクを書き込み禁止にします。

３ ・Windows 2000、Windows Me/98/95、Windows NT 4.0の場合
[マイコンピュータ]→[3.5インチ FD]を右クリックし、[ディスクのコピー]を

選択します。

・Windows NT 3.51、Windows 3.1、MS-DOSの場合
C:> DISKCOPY 　A: 　A:

　　　　　　　　　　（フロッピーディスクドライブがAドライブの場合）

４ メッセージにしたがって、バックアップします。

サポートソフトディスクと空きのフロッピーディスクをメッセージ

にしたがって入れ替えながら、バックアップします。

サポートソフトディスクを破損した場合の修理は有償です。

必ずバックアップし、バックアップディスクの方をお使いください。

サポートソフトディスクは大切に保管してください。

バックアップディスクの作成

注意！
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この章では、本製品をパソコンのPCカードスロットに挿入し、

ネットワークへ接続する方法について説明しています。

　　　　　　　　　　　　本製品の各部の機能・名称を確認します。

　　　　　　　　　　　　メディアカプラのLEDインジケータについて

　　　　　　　　　　　　説明します。

　　　　　　　　　　　　本製品をネットワークに接続します。

取り付け

ネットワークへの接続 12ﾍﾟｰｼﾞ

各部の名称・機能 10ﾍﾟｰｼﾞ

LEDインジケータ 11ﾍﾟｰｼﾞ



１０

各部の名称および機能の確認を行います。

各部の名称・機能

68ピン
コネクタ

PCカード
スロットへの

挿入側

メディアカプラ用
コネクタ

添付のメディアカプラ
（15ピンフラットコネクタ）

との接続側

15ピン
フラットコネクタ

PCカードと
の接続側

LEDインジケータ

RJ-45コネクタ
（10BASE-T/100BASE-TX）

LEDの表示については
次ページ参照

LANケーブルとの
接続側

PCカード

メディアカプラ



１１

ステータス
LED

インジケータ

状態

10/100
点灯（緑色）：100Mbps接続時

消灯：10Mbps接続時

Half/Full
点灯：全二重通信時

消灯：半二重通信時

Ln/Act

点灯（緑色）：本製品がパソコンから電力の供給を受け、

　　　ハードウェアとソフトウェアが適切にセットアップさ

　　　れている時、常に点灯しています。（データの送受信

　　　時には、点滅します。）

点滅（緑色）：データの送受信が行われている場合。

　　　ネットワークの利用状況を示しています。

消灯：ネットワークが切断されています。

　　　接続しているのに消灯している場合は、ネットワーク

　　　回線接続をチェックしてください。

LEDインジケータ



１２

ここでは、本製品をネットワークに接続する方法を説明します。

　　　　・本製品（PCカード）

　　　　・メディアカプラ（添付品）

　　　　・LANケーブル

※LANケーブルは、別途ご用意ください。本製品には添付しておりません。

　　　・10BASE-Tをご利用の場合

　　　　　カテゴリー３,４または５のケーブルを使用してください。

　　　・100BASE-TXをご利用の場合

　　　　　非シールドツイストペアケーブルカテゴリー５のケーブル

　　　　　を使用してください。

ネットワークへの接続

用意するもの



ネットワークへの接続

１３

１ パソコンの電源を切ります。

２ 本製品にメディアカプラを接続します。

本製品の表側と15ピンフラットコネクタの 印の面を合わせて

接続します。

・PC カードからメディアカプラを抜き差しする場合は、以下の①の部分を押さえながら
　行ってください。無理に抜き差ししないでください。

・PC カードに RJ-45 メディアカプラが接続されている状態で、メディアカプラ部分に無理
　な力を加えないでください。さらに、コネクタ上部にものを置いたり、ケーブルを接続し
　た状態で移動しないでください。

PCカードスロットに挿入する

印 

メディア

カプラ

注意！

この部分に無理な力を
加えないでください。

①

①



ネットワークへの接続

１４

３ ①本製品の表側を上にして、PCカードスロットに挿入します。

※ 必ずPCカードの部分を持って挿入してください。

メディアカプラの部分を持ちながらの挿入は行わないでください。

②LANケーブルで、本製品とネットワークに接続してください。

10BASE-Tの場合は、カテゴリー３,４または５のケーブルを使用してく

ださい。

100BASE-TXの場合は、非シールドツイストペアケーブルカテゴリー５

のケーブルを使用してください。

コネクタ部は壊れやすいため、接続する際は向きを確認しながらゆっくりと挿し
こんでください。無理な力を加えるとパソコン、あるいはカードやメディアカプ

ラの故障の原因となります。

以上で、ケーブルの接続は終了です。

この後、次ページ【メディアカプラ取り扱い上の注意】を参照後、

以下へお進みください。

　・Windowsをお使いの場合は、【第３章】(17ページ)へお進みください。

　・Windows以外をお使いの場合は、【第４章】(79ページ)へお進みください。

注意！

メディアカプラを

持って挿入・取り外

しは行わない！

①

②

ハブなどの

ネットワーク機器



ネットワークへの接続

１５

添付のメディアカプラのコネクタ部分に負荷（特に上下の動き）をかけると、

コネクタ部分の破損の原因となり、メディアカプラが使用できなくなります。

メディアカプラの取り扱いには、充分注意してください。

メディアカプラを破損した場合、メディアカプラだけの交換はできません。

・コネクタ上部にものを置いたり、ケーブルを接続した状態で移動しないで

　ください。

・PC カードに接続したまま、上下に動かさないでください。

・メディアカプラが垂れ下がるような設置は行わないでください。

メディアカプラ取り扱い上の注意

取り扱い時

注意！

上下に動かさない！

垂れ下げて使用しない！



ネットワークへの接続

１６

・PC カードからメディアカプラを抜き差しする場合は、以下の①の部分を

　押さえながら行ってください。無理に抜き差ししないでください。

・PC カードに RJ-45 メディアカプラが接続されている状態で、

　メディアカプラ部分に無理な力を加えないでください。

この部分に無理な力を
加えないでください。

①

①

PCカードからの取り外し時



１７

この章では、Windows（Windows 3.1以外）でお使いの場合での、本製品を使

用する上で必要なドライバソフトのインストール方法を説明します。

お使いのOSに該当するページだけをご参照ください。

　　　　　　　　　　　　Windows 2000へのインストール方法を説明します。

　　　　　　　　　　　　Windows Meへのインストール方法を説明します。

　　　　　　　　　　　　Windows 98へのインストール方法を説明します。

　　　　　　　　　　　　Windows 95へのインストール方法を説明します。

　　　　　　　　　　　　Windows NT 4.0へのインストール方法を説明します。

　　　　　　　　　　　　Windows NT 3.51へのインストール方法を説明します。

　　　　　　　　　　　　インストールが正常かどうかの確認方法を説明します。

　　　　　　　　　　　　PCカードスロットから本製品を取り外す場合の

　　　　　　　　　　　　注意について説明します。

Windowsへのインストール

　１．Windows 2000

　２．Windows Me

　３．Windows 98

　４．Windows 95

　５．Windows NT 4.0

18ﾍﾟｰｼﾞ

24ﾍﾟｰｼﾞ

30ﾍﾟｰｼﾞ

36ﾍﾟｰｼﾞ

51ﾍﾟｰｼﾞ

　７．インストール後の確認 61ﾍﾟｰｼﾞ

　６．Windows NT 3.51 59ﾍﾟｰｼﾞ

８．PCカードスロットから取り外す場合の注意 75ﾍﾟｰｼﾞ



１８

ここでは、Windows 2000でのインストール手順について説明します。

パソコンへ Windows 2000 をインストールする、もしくは、OS を Windows 2000 にアップグ
レードにてインストールする際には、本製品を取り外した状態で行ってください。

Windows 2000 のインストール完了後、パソコンの電源を切り、再度本製品を取り付けて
から行ってください。

　　　　・添付の「サポートソフト」ディスク

・ PC カードスロットが１つのみのパソコンで、PC カード接続のフロッピーディスクドライブ

をお使いの方は、インストール時にフロッピーディスクドライブが使えません。

本製品を接続する前に、５ページの手順で「サポートソフト」ディスクの内容をハード

ディスクにコピーしてください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。また、２１ページ

の手順６で指定するフォルダは、コピーしたフォルダ内の［WIN2000］フォルダを指定し

てください。

・ パソコンにフロッピーディスクドライブが無い場合は、６ページを参照してください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。

また、２１ページの手順６で指定するフォルダは、展開したフォルダ内の［WIN2000］

フォルダを指定してください。

用意するもの

１．Windows 2000

注意！

注意！



１． Windows 2000

１９

１ Windows 2000を起動します。

２ しばらくして、以下の画面が表示されますので、

[次へ]ボタンをクリックします。

３ [デバイスに最適なドライバ…]をチェックし、

[次へ]ボタンをクリックします。

インストール

【困ったときには】の P91

をご参照ください。

このインストール画面が
表示されない場合は…

クリック

②クリック

①チェック



１． Windows 2000

２０

４ サポートソフトを

フロッピーディスクドライブに

セットします。

　　・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

５ [場所を指定」のみをチェックし、

[次へ]ボタンをクリックします。

②クリック

①ここのみ

　チェック

「サポートソフト」ディスク



１． Windows 2000

２１

６ [参照]ボタンをクリックし、

［3.5インチFD］（以下の例では A:）※内の［WIN2000］を指定しま

す。指定後、［OK］ボタンをクリックします。

※PC-9821シリーズの場合、［3.5インチFD］のドライブ名は、

ご使用の環境により異なります。

①クリック

③［3.5 インチ FD］を

ダブルクリック

⑤クリック

④［WIN2000］を

クリック

②クリックして

［3.5 インチ FD］

を選択

（次ページへ）



１． Windows 2000

２２

７ [次へ]ボタンをクリックします。

⑥クリック

⑦クリック

クリック

（前ページからの続き）



１． Windows 2000

２３

８ [完了]ボタンをクリックします。

９ [サポートソフト]ディスクを抜きます。

以上で、Windows 2000へのインストールは終了です。

次に、正常にインストールされたかを確認するために、

【インストール後の確認】（61ページ）へお進みください。

また、Windows 2000使用中に本製品を取り外す場合は、

【PCカードスロットから取り外す場合の注意】（75ページ）を参照して

ください。

クリック



２．Windows Me

２４

ここでは、Windows Meでのインストール手順について説明します。

パソコンへ Windows Me をインストールする、もしくは、OS を Windows Me にアップグ
レードにてインストールする際には、本製品を取り外した状態で行ってください。
Windows Me のインストール完了後、パソコンの電源を切り、再度本製品を取り付けてか

ら行ってください。

　　　　・添付の「サポートソフト」ディスク

・ PC カードスロットが１つのみのパソコンで、PC カード接続のフロッピーディスクドライブ

をお使いの方は、インストール時にフロッピーディスクドライブが使えません。

本製品を接続する前に、５ページの手順で「サポートソフト」ディスクの内容をハード

ディスクにコピーしてください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。また、２６ページ

の手順４で指定するフォルダは、コピーしたフォルダ内の［WINME］フォルダを指定して

ください。

・ パソコンにフロッピーディスクドライブが無い場合は、６ページを参照してください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。

また、２６ページの手順４で指定するフォルダは、展開したフォルダ内の［WINME］

フォルダを指定してください。

２．Windows Me

用意するもの

注意！

注意！



２．Windows Me

２５

１ Windows Meを起動します。

２ しばらくして、以下の画面が表示されますので、

［ドライバの場所を指定する……］をチェックし、

[次へ]ボタンをクリックします。

３ サポートソフトを

フロッピーディスクドライブに

セットします。

　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

インストール

【困ったときには】の P91

をご参照ください。

このインストール画面が
表示されない場合は…

①チェック

②クリック

「サポートソフト」ディスク



２．Windows Me

２６

４ [検索場所の指定]のみチェックし、

［3.5インチFD］（以下の例では A:）内の［WINME］を指定しま

す。指定後、［次へ］ボタンをクリックします。

① ここのみ

　チェック

②クリック

④［WINME］を

クリック

⑤クリック

⑥クリック

③［3.5 インチ FD］を

ダブルクリック



２．Windows Me

２７

５  [次へ]ボタンをクリックします。

６ [完了]ボタンをクリックします。

②クリック

クリック

①確認



２．Windows Me

２８

⇒以下の画面が表示された場合は…・

［ファイルのコピー元］に以下を入力し、［OK］ボタンをクリックします。

　　　　　　　　　　　・Windows MeをCD-ROMからインストールした場合

　　　　　　　　　　　　　　　C:\WINDOWS\OPTIONS\INSTALL

　　　　　　　　　　　・Windows Meプリインストールパソコンをお使いの場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　C:\WINDOWS\OPTIONS\CABS

他の OS から Windows Me へアップグレードした場合は、
「C:\WINDOWS\OPTIONS\CABS」を入力せず、
「C:\WINDOWS\OPTIONS\INSTALL」を入力してください。

７ [サポートソフト]ディスクを抜きます。

Windows Meが Cドライブ

にプリインストールされて

いる場合の入力例

②クリック
①入力

注意！



２．Windows Me

２９

８ [はい]ボタンをクリックし、パソコンを再起動します。

以下の画面が表示されなかった場合は、手動で再起動してくだ

さい。

以上で、Windows Meへのインストールは終了です。

次に、正常にインストールされたかを確認するために、

【インストール後の確認】（61ページ）へお進みください。

また、Windows Me使用中に本製品を取り外す場合は、

【PCカードスロットから取り外す場合の注意】（75ページ）を参照して

ください。

クリック



３０

ここでは、Windows 98でのインストール手順について説明します。

パソコンへ Windows 98 をインストールする、もしくは、OS を Windows 98 にアップグレー
ドにてインストールする際には、本製品を取り外した状態で行ってください。

Windows 98 のインストール完了後、パソコンの電源を切り、再度本製品を取り付けてか
ら行ってください。

　　　　・添付の「サポートソフト」ディスク

　　　　・パソコンに付属の「Windows 98 CD-ROM」ディスク

　　　　　　　　※Windows 98プリインストールパソコンをお使いの場合、CD-ROMは必要あ

　　　　　　　　　　りません。

・ PC カードスロットが１つのみのパソコンで、PC カード接続のフロッピーディスクドライブ

をお使いの方は、インストール時にフロッピーディスクドライブが使えません。

本製品を接続する前に、５ページの手順で本サポートソフトの内容をハードディスクに

コピーしてください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。また、３２ページ

の手順５で指定するフォルダは、コピーしたフォルダ内の［WIN98］フォルダを指定して

ください。

・ パソコンにフロッピーディスクドライブが無い場合は、６ページを参照してください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。

また、３２ページの手順５で指定するフォルダは、展開したフォルダ内の［WIN98］

フォルダを指定してください。

３．Windows 98

用意するもの

注意！

注意！



３．Windows 98

３１

１ Windows 98を起動します。

２ しばらくして、下記の画面が表示されますので、

[次へ]ボタンをクリックします。

３ [使用中のデバイスに…･･]をクリックし、

[次へ]ボタンをクリックします。

インストール

【困ったときには】の P91

をご参照ください。

このインストール画面が
表示されない場合は…

クリック

②クリック

①チェック



３．Windows 98

３２

４ サポートソフトを

フロッピーディスクドライブに

セットします。

　　・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

５ [検索場所の指定]のみチェックします。

［3.5インチFD］（以下の例では A:）※内の［WIN98］を指定しま

す。指定後、［次へ］ボタンをクリックします。

※PC-9821シリーズの場合、［3.5インチFD］のドライブ名は、

　ご使用の環境により異なります。

（次ページへ）

①チェック

「サポートソフト」ディスク

②クリック



３．Windows 98

３３

６  [次へ]ボタンをクリックします。

③［3.5 インチ FD］を

ダブルクリック

④［WIN98］を

クリック

⑤クリック

⑥クリック

クリック

（前ページからの続き）



３．Windows 98

３４

⇒以下の画面が表示された場合は…・

①「Windows 98 CD-ROM」(Second Editionの場合もあります)を挿入し

　ます。

②［OK］ボタンをクリックします。

⇒以下の画面が表示された場合は…・

［ファイルのコピー元］に以下を入力し、［OK］ボタンをクリックします。

　　　　　　　　　　　・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　　　　　　　　　D:\WIN98　　　(CD-ROMドライブがDドライブの場合）

　　　　　　　　　　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　　　　　　　　　D:\WIN98N　　 (CD-ROMドライブがDドライブの場合）

　　　　　　　　　　　・Windows 98プリインストールパソコンをお使いの場合

　　　　　　　　　　　　　　　Windows 98がインストールされているドライブの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　\WINDOWS\OPTIONS\CABS

以下のアップグレードをした場合は、「C:\WINDOWS\OPTIONS\CABS」は選択せず、
CD-ROM ドライブを参照してください。
　　・Windows 95 プリインストールモデルを、Windows 98（Second Edition 含む）へアップ

　　　グレードした場合
　　・Windows 98 プリインストールモデルを Windows 98 Second Edition へアップグレー
　　　ドした場合

Windows 98が Cドライブ

にプリインストールされて

いる場合の入力例

クリック

②クリック

①入力

注意！



３．Windows 98

３５

７ [完了]ボタンをクリックします。

８ [サポートソフト]ディスクを抜きます。

９ 以下の画面で[はい]ボタンをクリックし、パソコンを再起動しま

す。

表示されなかった場合は、手動で再起動してください。

以上で、Windows 98へのインストールは終了です。

次に、正常にインストールされたかを確認するために、

【インストール後の確認】（61ページ）へお進みください。

また、Windows 98使用中に本製品を取り外す場合は、

【PCカードスロットから取り外す場合の注意】（75ページ）を参照して

ください。

クリック

クリック



３６

ここでは、Windows 95でのインストール手順について説明します。

パソコンへ Windows 95 をインストールする、もしくは、OS を Windows 95 にアップグレー
ドにてインストールする際には、本製品を取り外した状態で行ってください。

Windows 95 のインストール完了後、パソコンの電源を切り、再度本製品を取り付けてか
ら行ってください。

　　　　・添付の「サポートソフト」ディスク

　　　　・パソコンに付属の「Windows 95 CD-ROM」ディスク

　　　　　　　　※Windows 95プリインストールパソコンをお使いの場合、CD-ROMは必要あ

　　　　　　　　　　りません。

・ PC カードスロットが１つのみのパソコンで、PC カード接続のフロッピーディスクドライブ

をお使いの方は、インストール時にフロッピーディスクドライブが使えません。

本製品を接続する前に、５ページの手順で本サポートソフトの内容をハードディスクに

コピーしてください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。また、３９ページ

の手順３ および、４５ページの手順４ で指定するフォルダは、コピーしたフォルダ内

の［WIN95］フォルダを指定してください。

・ パソコンにフロッピーディスクドライブが無い場合は、６ページを参照してください。

次ページ以降では、サポートソフトディスクの挿入は不要となります。

また、３９ページの手順３ および、４５ページの手順４ で指定するフォルダは、展開

したフォルダ内の［WIN95］フォルダを指定してください。

４．Windows 95

用意するもの

注意！

注意！



４．Windows 95

３７

１ Windows 95を起動します。

２ 以下のどちらかの画面が表示されます。

ここで表示される画面により、インストール手順が異なります。

画面をご確認ください。

【困ったときには】の P91

をご参照ください。

このインストール画面が
表示されない場合は…

【インストール方法-その２-】
（44ページ）

へ進んでください。

【インストール方法-その１-】
（次ページ）

へ進んでください。

インストール



４．Windows 95

３８

１ ［ハードウェアの製造元が提供するドライバ］をチェックし、

[OK]ボタンをクリックします。

２ サポートソフトを

フロッピーディスクドライブに

セットします。

　　・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

インストール方法 －その１－

①チェック

②クリック

「サポートソフト」ディスク



４．Windows 95

３９

３ 「配布ﾌｧｲﾙのｺﾋﾟｰ元」に

［参照］ボタンをクリックし、

フロッピーディスクドライブ（以下の例では A:）※内の［WIN95］を

指定します。指定後、［OK］ボタンをクリックします。

※PC-9821シリーズの場合、フロッピーディスクドライブ名は、

　ご使用の環境により異なります。

（次ページへ）

①クリック

②クリック③フロッピーディスク

　ドライブアイコンを

クリック

④［WIN95］を

クリック

⑤クリック



４．Windows 95

４０

４ ［モデル］欄の

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］をクリックし、

[OK]ボタンをクリックします。

（前ページからの続き）

⑥クリック

⑦クリック

①クリック

②クリック



４．Windows 95

４１

５ 以下の［ユーザー情報］の設定画面が表示された場合は、

必要な個所を入力し、[OK]ボタンをクリックします。

⇒以下の画面が表示された場合は…・

①「Windows 95 CD-ROM」を挿入します。

②［OK］ボタンをクリックします。

ネットワーク上で
ユニークな（他のパソコンと重複
しない）名前を入力します。※

ワークグループ名を入力します。
他のパソコンと同じワークグループ
にしたい場合は、同じ名前を入力
します。※

特に入力する必要は
ありません。

クリック

CD-ROM を挿入後

クリック

※ 相手のコンピュータが見え
　　ない等のトラブルを防ぐた
　　め、半角英数字の使用を
　　推奨します。



４．Windows 95

４２

⇒以下の画面が表示された場合は…・

［ファイルのコピー元］に以下を入力し、［OK］ボタンをクリックします。

　　　　　E:\WIN95　　　(CD-ROMドライブがEドライブの場合）

　　　　　　　　※Windows 95プリインストールパソコンをお使いの場合

　　　　　　　　　　Windows 95がインストールされているドライブの

　　　　　　　　　　　　　\WINDOWS\OPTIONS\CABS

　　　　　　　　　　　　　例）Windows 95が Cドライブにインストールされている場合

①入力

②クリック



４．Windows 95

４３

６ [サポートソフト]ディスクを抜きます。

７ 以下の画面で[はい]ボタンをクリックし、パソコンを再起動しま

す。

表示されなかった場合は、手動で再起動してください。

以上で、Windows 95へのインストールは終了です。

次に、正常にインストールされたかを確認するために、

【インストール後の確認】（61ページ）へお進みください。

また、Windows 95使用中に本製品を取り外す場合は、

【PCカードスロットから取り外す場合の注意】（75ページ）を参照して

ください。

クリック



４．Windows 95

４４

１ サポートソフトを

フロッピーディスクドライブに

セットします。

　　・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

２ [次へ]ボタンをクリックします。

インストール方法 －その２－

クリック

「サポートソフト」ディスク



４．Windows 95

４５

３ [場所の指定]ボタンをクリックします。

４ ［参照］ボタンをクリックし、

［3.5インチFD］（以下の例では A:）※内の［WIN95］を指定します。

指定後、［OK］ボタンをクリックします。

※PC-9821シリーズの場合、［3.5インチFD］のドライブ名は、

　ご使用の環境により異なります。

（次ページへ）

クリック

①クリック

②［3.5 インチ FD］を

ダブルクリック

④クリック

③クリック



４．Windows 95

４６

５ ［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］と

表示されていることを確認後、[完了]ボタンをクリックします。

（前ページからの続き）

⑤クリック

②クリック

①確認



４．Windows 95

４７

６ 以下の［ユーザー情報］の設定画面が表示された場合は、

必要な個所を入力し、[閉じる]ボタンをクリックします。

ネットワーク上で
ユニークな（他のパソコンと重複
しない）名前を入力します。※

ワークグループ名を入力します。

他のパソコンと同じワークグループ
にしたい場合は、同じ名前を入力
します。※

特に入力する必要は
ありません。

クリック

※ 相手のコンピュータが見え
　　ない等のトラブルを防ぐた
　　め、半角英数字の使用を
　　推奨します。



４．Windows 95

４８

⇒以下の画面が表示された場合は…・

①［OK］ボタンをクリックします。

②以下の画面の［ファイルのコピー元］に以下を入力し、［OK］ボタンを

　クリックします。

　　　A:\WIN95　　(フロッピーディスクドライブがAドライブの場合）

　　　　　　　　　　　　例）フロッピーディスクドライブが Aドライブの場合の入力例

クリック

①入力

②クリック



４．Windows 95

４９

⇒以下の画面が表示された場合は…・

①「Windows 95 CD-ROM」を挿入します。

②［OK］ボタンをクリックします。

⇒以下の画面が表示された場合は…・

［ファイルのコピー元］に以下を入力し、［OK］ボタンをクリックします。

　　　　　E:\WIN95　　　(CD-ROMドライブがEドライブの場合）

　　　　　　　　　　　　※Windows 95プリインストールパソコンをお使いの場合

　　　　　　　　　　Windows 95がインストールされているドライブの

　　　　　　　　　　　　　\WINDOWS\OPTIONS\CABS

　　　　　　　　　　　　例）Windows 95が Cドライブにプリインストールされている場合

クリック

②クリック

①入力



４．Windows 95

５０

⇒［バージョンの競合］画面が表示された場合は…・

［はい］ボタンをクリックします。

※複数の［バージョンの競合］画面が表示された場合は、

　　すべて［はい］ボタンをクリックしてください。

７ [サポートソフト]ディスクを抜きます。

８ 以下の画面で[はい]ボタンをクリックし、パソコンを再起動しま

す。

表示されなかった場合は、手動で再起動してください。

以上で、Windows 95へのインストールは終了です。

次に、正常にインストールされたかを確認するために、

【インストール後の確認】（61ページ）へお進みください。

また、Windows 95使用中に本製品を取り外す場合は、

【PCカードスロットから取り外す場合の注意】（75ページ）を参照して

ください。

クリック

クリック



５１

本製品を使用する前にWindows NT 4.0のネットワークの設定を既に終了している場

合はアダプタの追加のみの手順となります。アダプタの追加のみの場合は、グレー

表示の手順のみご覧ください。

１ Windows NT 4.0を起動します。

２ 本製品が使用するために、リソース（I/Oポート､割り込み、メモ

リ領域）に空きがあるかを確認してください。

《確認方法》

［スタート］→［プログラム］→［管理ツール］→［Windows NT 診

断プログラム］を起動し、空いている（使用していない）リソース

で確認できます。

［Windows NT 診断プログラム］では、他のデバイスで IRQ を使用しているにも関わらず、

表示されない場合があります。パソコン本体の取扱説明書もご覧になり、空きの IRQ が

ある事をご確認ください。

IRQ の空きが無い場合は、空きを確保してからインストールを行ってください。

確保の方法については、パソコン本体の取扱説明書または、パソコンメーカーにてご確

認ください。

５．Windows NT 4.0

注意！



５．Windows NT 4.0

５２

３ ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］をクリックし、

[ネットワーク]アイコンをダブルクリックして開きます。

別のネットワークカード等がインストールされている場合は、[アダ

プタ]タブをクリックして、[追加]ボタンをクリックしてください。

ネットワークがインストールされていない場合は、「Windows NT

ネットワークがインストールされていません。インストールします

か ?」と表示されますので、[はい]ボタンをクリックしてくださ

い。

４ ［ネットワークに接続］がチェックされている事を確認して、

[次へ]ボタンをクリックします。

５ 検索の画面で[一覧から選択]ボタンをクリックします。

①確認

②クリック

クリック



５．Windows NT 4.0

５３

６ アダプタ一覧が表示されますので

右下の[ディスク使用]ボタンをクリックします。

７ サポートソフトを

フロッピーディスクドライブに

セットします。

　　・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

８ サポートソフトを挿入後、

　　　A:\NT40　　　（フロッピーディスクドライブがAドライブの場合）

と入力して、[OK]ボタンをクリックします。

「サポートソフト」ディスク

クリック

①入力

②クリック



５．Windows NT 4.0

５４

９ ［OEMオプションの選択］画面では、

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］を選択し、

[OK]ボタンをクリックします。

10 ［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］がチェックさ

れていることを確認して、[次へ]ボタンをクリックします。

①チェックされて

　いることを確認

②クリック

①クリック

②クリック



５．Windows NT 4.0

５５

11 ネットワークで使用するプロトコルを指定し、

[次へ]ボタンをクリックします。

12 ネットワークサービスを指定し、

[次へ]ボタンをクリックします。

13 ｢選択されたネットワークコンポーネントとシステムに必要なネッ

トワークコンポーネントをインストールします。........」と表示されま

すので、[次へ]ボタンをクリックし、それぞれのコンポーネントを

設定してください。

設定の詳細については、Windows NT 4.0の取扱説明書をご覧になる

か、またはネットワーク管理者にお尋ねください。

①指定

②クリック

①指定

②クリック



５．Windows NT 4.0

５６

14 「いくつかのWindows NTファイルをコピーする必要があります」

と表示されます。Windows NT 4.0のCD-ROMをCD-ROMドライ

ブに挿入し、以下を入力(CD-ROMドライブがDドライブの場合)

して[続行]ボタンをクリックします。

PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンの場合　　D:\I386

PC-9821シリーズの場合　　　　　　　　　　 D:\PC98

15 リソースの設定が表示されますので、

51ページの手順２ の「Windows NT診断プログラム」で確認し

た空いている（使用していない）リソース［IRQなど］を設定してく

ださい。

別のネットワークなどがインストールされている状態で、本製品を

追加した場合の作業はこれで完了です。他に必要なネットワークの

設定を行った後、画面の指示にしたがって、再起動してください。

①入力

②クリック

①指定

②クリック



５．Windows NT 4.0

５７

16 ネットワークのバインドを指定し、

[次へ]ボタンをクリックします。

17 「ネットワークを起動する準備が整いました。」と表示されますの

で、[次へ]ボタンをクリックします。

18 ドメインまたはワークグループを設定し、

[次へ]ボタンをクリックします。

①指定

②クリック

①設定

②クリック



５．Windows NT 4.0

５８

19 「このコンピュータにネットワークがインストールされました。........

再起動しなければなりません。」と表示されます。

[完了]ボタンをクリックして、サポートソフトを抜き、パソコンを

再起動してください。

・お使いのパソコンにインストールされている Windows NT 4.0 にサービスパックをインス

　トールされていた場合は、再起動後に、お使いのサービスパックをインストールし直す

　必要があります。

　（手順１４ などで、サービスパック以前の古いバージョンのファイルが組み込まれる

　　場合があるためです。）

　本製品を Windows NT 4.0 でご利用になる場合は、サービスパック４以上をインストー

　ルすることをおすすめします。

・Windows NT 4.0/3.51 では、Windows NT 4.0/3.51 の使用中に PC カードの抜き差しは

　できません。

　必ず、Windows NT 4.0/3.51 を終了し、電源を切った状態で抜き差しを行ってください。

以上で、Windows NT 4.0へのインストールは終了です。

次に、正常にインストールされたかを確認するために、

【インストール後の確認】（61ページ）へお進みください。

注意！



５９

１ MS-DOSの起動ディスクを用意し、MS-DOSを起動します。

２ Windows NT 3.51を起動します。

３ ［ネットワークの設定］の［アダプタの追加］を起動します。

[メイン]→[コントロールパネル]→[ネットワーク]アイコンを順に

クリックします。

[ネットワークの設定]画面の[アダプタカードの追加]ボタンを

クリックします。

４ ［ネットワークアダプタの追加］画面で［<その他>各メーカーの

ディスクが必要］を選択します。

［ネットワーク アダプタの追加］画面の[ネットワーク アダプタ

カード]の項目で[<その他>各メーカーのディスクが必要]を選択し、

[続行]ボタンをクリックします。

５ サポートソフトをフロッピーディスクドライブにセットします。

　　・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

６．Windows NT 3.51



６．Windows NT 3.51

６０

６ [フロッピーディスクの挿入]画面で、フロッピーディスクドライブ

の\nt351パス指定を行います。

　　例)A:\nt351   （フロッピーディスクドライブがAドライブの場合）

７ [OEM オプションの選択]画面で

「I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter」と表示されて

いることを確認し、[OK]ボタンをクリックします。

８ 「I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter」画面では、

空いている（使用していない）リソース（「IRQ Level」,「Memory

Base Address」,「I/O Port Address」）を設定し、

[OK]ボタンをクリックしてください。

９ ［コントロールパネル］－［ネットワーク］画面で

Windows NT 3.51の取扱説明書に従って各種のネットワーク構

成を設定してください。

Windoｗｓ NT 4.0/3.51 では、Windows NT 4.0/3.51 使用中に PC カードの抜き差しはで

きません。
必ず、Windows NT 4.0/3.51 を終了し、電源を切った状態で抜き差しを行ってください。

Windows NT 3.51 の「ネットワーク」、「サーバ」、「FTP サーバ」、「ファイルマネージャ」、

「ユーザマネージャ」の設定により、Windows NT 3.51 同士の［ピア･ツー･ピア］接続、

「NetWare クライアント」接続、「Windows NT 3.51 クライアント」接続などが可能になりま

す。詳細は Windows NT 3.51 の取扱説明書をご覧頂くか、ネットワークシステム管理者

にご確認ください。

注意！

参考



６１

ここでは本製品が、Windowsで正常に認識されているかどうかの確認方法を説明し

ます。インストール終了（再起動）後、必ず以下の事を確認してください。

・Windows 2000の場合 ⇒　以下の【Windows 2000での確認】参照

・Windows Me/98/95の場合 ⇒　64ページ【Windows Me/98/95での確認】参照

・Windows NT 4.0の場合 ⇒　70ページ【Windows NT 4.0での確認】参照

ここでは、Windows 2000での確認方法を説明します。

確認：［デバイスマネージャ］に本製品が正常に登録されて

　　　　いるか確認しましょう

サポートソフトが正常にインストールされたかを確認するために、

以下の手順で、［デバイスマネージャ］に本製品が登録されているかを

確認します。

１ ［マイコンピュータ］を右クリックし、［プロパティ］をクリックします。

７．インストール後の確認

Ｗｉｎｄｏｗｓ 2000での確認

①右クリック

②クリック



７．インストール後の確認

６２

２ [ハードウェア]タブをクリックして、

[デバイスマネージャ]ボタンをクリックします。

３ ［ネットワークアダプタ］をダブルクリックします。

・［ネットワークアダプタ］の下に

　［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］と表示さ

　れているかを確認します。

・その頭に！マークが表示されていないことも確認します。

①クリック

②クリック

①ダブルクリック

②確認



７．インストール後の確認

６３

４ [I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter」をダブルクリック

し、[リソース]タブをクリックします。

・デバイスが競合していないことを確認してください。

正常に表示されていれば、Windows 2000で本製品が使用できます。

ネットワークの設定を行う際、［NetworkAddress］の項目は、通常設定しないでください。

ご使用になる場合は、ネットワーク管理者にご相談ください。

【困ったときには】の P94

をご参照ください。

頭に！マークが

ある場合は…

【困ったときには】の P93

をご参照ください。

［ネットワークアダプタ］が

無い場合は…

【困ったときには】の P93

をご参照ください。

［I-O DATA PCET/TX-R …］

が無い場合は…

①クリック

②確認

注意！

【困ったときには】の P94

をご参照ください。

競合するデバイスが

ある場合は…



７．インストール後の確認

６４

ここでは、Windows Me/98/95での確認方法を説明します。

インストール後、パソコンを再起動した後、以下の点をご確認ください。

確認①：Windows起動途中で、［ネットワークパスワードの

　　　　　入力］画面が表示されるか確認しましょう

　　　　　　　　《ネットワークパスワードの入力》画面

インストール後、パソコンを再起動すると起動途中で上記の画面が表示

されますので、ユーザー名とパスワードを入力して［OK］ボタンをク

リックしてください。

［キャンセル］ボタンをクリックすると、ネットワークにログインでき

ません。

［ユーザー名］と［パスワード］について…・

・ ネットワーク上にサーバーがある場合

　　サーバーの管理者にご確認ください。間違った場合は、ネットワークにログインで

　　きません。

・ ネットワーク上にサーバーがない場合

　　［ユーザー名］には、ネットワーク上で固有な名称（他のパソコンと重複しない名

　　称）を入力してください。（入力した値は、忘れないようにしてください。）

　　［パスワード］は特に入力する必要はありません。

Ｗｉｎｄｏｗｓ Me/98/95での確認

【困ったときには】の P99

をご参照ください。

画面が表示

されない場合は…

参考

①入力

②クリック



７．インストール後の確認

６５

確認②：デスクトップ上に［マイネットワーク］(Windows Meの場合)

　　　　　または［ネットワークコンピュータ］（Windows 98/95の場合）

　　　　　のアイコンが表示されるか確認しましょう

確認③：［デバイスマネージャ］に本製品が正常に登録され

　　　　　　ているか確認しましょう

サポートソフトが正常にインストールされたかを確認するために、

以下の手順で、［デバイスマネージャ］に本製品が登録されているかを

確認します。

１ ［マイコンピュータ］を右クリックし、［プロパティ］をクリックします。

[ネットワークコンピュータ]

アイコン

(Windows 98/95)

[マイネットワーク]

アイコン

(Windows Me)

【困ったときには】の P99

をご参照ください。

アイコンが

表示されない場合は…

①右クリック

②クリック



７．インストール後の確認

６６

２ ［デバイスマネージャ］タブをクリックし、

［ネットワークアダプタ］をダブルクリックします。

・［ネットワークアダプタ］の下に

　［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］と表示されて

　いるかを確認します。

・その頭に！マークが表示されていないことも確認します。

　　　　　　　　　　　　　　　《頭に！マークがある例》

【困ったときには】の P94

をご参照ください。

頭に！マークがある場合

（以下の例参照）は…

【困ったときには】の P93

をご参照ください。

［ネットワークアダプタ］が

無い場合は…

【困ったときには】の P93

をご参照ください。

［I-O DATA PCET/TX-R …］

が無い場合は…

①ダブルクリック ②確認



７．インストール後の確認

６７

３ [I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter]をダブルクリックし、

[リソース]タブをクリックします。

・デバイスが競合していないことを確認してください。

【困ったときには】の P94

をご参照ください。

競合するデバイスが

ある場合は…

①クリック

②確認



７．インストール後の確認

６８

確認④：［ネットワーク］画面に本製品が正常に登録されて

　　　　　いるか確認しましょう

ネットワークを使用できるかを確認するために、以下の手順で、

［ネットワーク］画面に本製品が登録されているかを確認します。

１ デスクトップ上の［マイネットワーク］（または［ネットワークコンピュー

タ］）アイコンを右クリックし、表示されたメニュー内の［プロパティ］を

クリックします。

２ ［現在のネットワークコンポーネント］に

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］

と表示されているかを確認します。

確認

①右クリック

②クリック



７．インストール後の確認

６９

本製品を含む LAN アダプタが複数登録されていて、［TCP/IP］をご利用になる場合の

［TCP/IP］の表示は、以下のように［TCP/IP－＞xxxxxxxx］となります。（xxxxxxx はお使

いの LAN アダプタのドライバ名が表示されます。）

すべて正常に表示されていれば、Windows Me/98/95で本製品が

使用できます。

ご利用のネットワークに合わせて、［コントロールパネル］→［ネット

ワーク］の設定を行ってください。

参考

【困ったときには】の P93

をご参照ください。

［I-O DATA PCET/TX-R･…］

が無い場合は…

【困ったときには】の P101

をご参照ください。

［TCP/IP－＞xxxxxxxxx］

は複数表示されているのに、

［TCP/IP－＞I-O DATA PCET/TX-R･…］

の表示が無い場合は…



７．インストール後の確認

７０

ここでは、Windows NT 4.0での確認方法を説明します。

インストール後、パソコンを再起動した後、以下の点をご確認ください。

確認①：Windows起動時に以下のようなエラー画面が表示さ

　　　　　れないか確認しましょう

　　　　　　　　　　　　　　エラー画面

起動時に上記のようなエラーが表示されない事を確認してください。

Ｗｉｎｄｏｗｓ NT 4.0での確認

【困ったときには】の P102

をご参照ください。

上記のエラーが

表示された場合は…



７．インストール後の確認

７１

確認②：［PCカード］アイコンで、本製品が正常に表示される

　　　　　　か確認しましょう

１ ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］を順にクリックし、

［PCカード］アイコンをダブルクリックします。

２ 以下の画面が表示されますので、

［IO DATA PCETTXR］をクリックし、

［プロパティ］ボタンをクリックします。

３ ［ドライバ］タブをクリックし、［ドライバの状態］が以下のようになって

いることを確認します。

　　・「ドライバはインストールおよび起動され、このデバイスを構成し

　　　ました。」

①クリック

②クリック

①クリック

②確認



７．インストール後の確認

７２

確認③：［Windows NT診断プログラム］に本製品が正常に

　　　　　表示されているか確認しましょう

１ ［スタート］→［プログラム］→［管理ツール］をクリックし、

［Windows NT診断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ］アイコンをダブルクリックします。

２ ［サービス］タブの［デバイス］ボタンをダブルクリックします。

　　・［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］と表示されて

　　　いるか確認してください。

　　・［状態］が［実行中］であることを確認してください。

▼画面例：PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシン

①クリック

②クリック

③確認



７．インストール後の確認

７３

３ ［リソース］タブの［IRQ］ボタンをダブルクリックします

　　・［デバイス］欄に［PCETTXR］と表示されているか確認してくださ

　　　い。

▼画面例：PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシン

正常にリソースの割り当てがされない場合は、パソコン本体の BIOS にて PnP（PnPOS）

を無効（Disable または NO 等）に設定し、お試しください。

参考

①クリック

②クリック

③確認



７．インストール後の確認

７４

４ ［リソース］タブの［I/Oポート］ボタンをダブルクリックします。

　　・［デバイス］欄に［PCETTXR］と表示されているか確認してくださ

　　　い。

▼画面例：PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシン

正常に表示されていれば、Windows NT 4.0で本製品が使用できま

す。

ご利用のネットワークに合わせて、［コントロールパネル］→［ネット

ワーク］の設定を行ってください。

ネットワークの設定を行う際、［NetworkAddress］の項目は、通常設定しないでください。

ご使用になる場合は、ネットワーク管理者にご相談ください。

注意！

①クリック

②クリック

③確認



７５

本製品は、パソコンの電源を切った後にPCカードスロットから取り外すことができ

ますが、Windows 2000やWindows Me/98/95をご使用の場合は、Windows 2000や

Windows Me/98/95使用中に取り外すこともできます。

・ 本製品を取り外す場合は、本製品を使用していない、また、他のパソコンからアクセス

されていないことを確認してから取り外してください。

・ Windows NT 4.0/3.51 使用中に、本製品を取り外すことはできません。

Windows NT 4.0/3.51 の場合は、必ず、Windows NT 4.0/3.51 を終了し、パソコンの電源を

切ってから、本製品を PC カードスロットから取り外してください。

・ 以下の手順を行うと、実際に本製品を PC カードスロットから抜かなくても動作は終了

したとみなされ、本製品は使用できなくなります。

再度使用したい場合は、いったん PC カードスロットから本製品を抜いて、再び接続し

てください。

１ 画面右下のタスクトレイの　　　（または　　　）アイコンをクリック

し、［I-O DATA PCET/TX-R･･……］をクリックします。

　　　　　　（Windows 2000での表示例）

　　　　　　（Windows Meでの表示例）

　　　　　　（Windows 98やWindows 95での表示例）

８. PCカードスロットから取り外す場合の注意

Windows使用中に取り外す場合

①クリック②クリック

①クリック②クリック

①クリック②クリック

注意！



８．PCカードスロットから取り外す場合の注意

７６

２ ［OK］ボタンをクリックします。

　　　　　　　　　　　　　　　（Windows 2000での表示例）

３ 後は、次ページの【PCカードスロットから取り外す場合】を参照

してください。

クリック



８．PCカードスロットから取り外す場合の注意

７７

１ パソコンの電源を切る、あるいは、75ページの【Windows使用中

に取り外す場合】の手順を行います。

２ パソコンのイジェクトボタンを押して、本製品をPCカードスロット

から取り出します。

本製品のカード部分を持って、PCカードスロットから取り外しま

す。

メディアカプラを

持って挿入・取り外

しは行わない！

PCカードスロットから取り外す場合



８．PCカードスロットから取り外す場合の注意

７８

・PC カードからメディアカプラを抜き差しする場合は、以下の①の部分を押さえながら
　行ってください。無理に抜き差ししないでください。

・PC カードに RJ-45 メディアカプラが接続されている状態で、メディアカプラ部分に無理
　な力を加えないでください。さらに、コネクタ上部にものを置いたり、ケーブルを接続し
　た状態で移動しないでください。

以上で取り外しの手順は終了です。

再度使用したい場合は、そのままPCカードスロットに挿入すれば使

用できます。

注意！

この部分に無理な力を
加えないでください。

①

①



７９

この章では、Windows以外のOSやネットワークOSへの本製品のドライバの

インストール方法を説明しています。必要なページだけをご参照ください。

　　　　　　　　　　　　Windows 3.1、MS-DOSで使用する場合の方法を

　　　　　　　　　　　　説明します。

　　　　　　　　　　　　NetWare Client for DOSODIへのインストール方法を

　　　　　　　　　　　　説明します。

　　　　　　　　　　　　Personal NetWare J 1.0へのインストール方法を

　　　　　　　　　　　　説明します。

　　　　　　　　　　　　Microsoft LAN Managerへのインストール方法を

　　　　　　　　　　　　説明します。

　　　　　　　　　　　　LANtastic 6.0へのインストール方法を説明します。

Windows以外のOSや
ネットワークOSへのインストール

　　３．Personal NetWare J 1.0

　　４．Microsoft LAN Manager

　　５．LANtastic 6.0

84ﾍﾟｰｼﾞ

85ﾍﾟｰｼﾞ

86ﾍﾟｰｼﾞ

　　２．NetWare Client for DOSODI 81ﾍﾟｰｼﾞ

　　１．Windows 3.1（MS-DOS） 80ﾍﾟｰｼﾞ



８０

本製品をWindows 3.1およびMS-DOSで使用するには、PCカードドライバ（ソケット

サービス/カードサービス）がパソコンにインストールされている必要があります。

まずPCカードドライバがインストールされている事を確認してください。

インストールされていない場合は、パソコン本体付属またはパソコンメーカーでの

別売のPCカードドライバのインストールを行ってください。

※PCカードドライバに関しては、各パソコンメーカーにお問い合わせください。

PC カードドライバがお分かりにならない場合は、【ソケットサービス・カードサービス】

(１１１ページ)を参照し、そちらに記載してあるソケットサービス・カードサービスのドライ

バが CONFIG.SYS にあるかどうかを確認してください。

１．Windows 3.1(MS-DOS)

参考



８１

ここでは、NetWare Client for DOSODIでのインストール手順について説明します。

本製品を［NetWare Client for DOSODI］で使用するには、CONFIG.SYS にソケットサービ

ス･カードサービスが登録されている必要があります。

詳細は、【１. Windows 3.1 (MS-DOS)】(前ページ)を参照してください。

・サーバへの接続にはネットワークシステム管理者が決めた仕様に伴い、NET.CFG の

　変更が必要になる場合があります。詳細はネットワークシステム管理者にご相談くださ

　い。

・NetWare に添付されているインストールプログラムを使用する場合、「サポートソフト」

　ディスクをフロッピーディスクドライブに挿入し、ドライバの読み込み先は 以下のように

　指定してください。

　　　　　　A:\netware\dosodi 　　　　（フロッピーディスクドライブが A ドライブの場合）

１ NetWareのclientディレクトリのinstall.batを起動し、

画面の指示に従ってインストールを進めてください。

２ 以下の画面では、［ネットワークボードのドライバを選択してくだ

さい」の項目にカーソルを移動し、キーを押します。

２．NetWare Client for DOSODI

参考

注意！



２. NetWare Client for DOSODI

８２

３ ［ネットワークボード］の一覧の一番下の［他のドライバ］を選択

し、キーを押します。

４ サポートソフトをフロッピーディスクドライブにセットします。

　　・DOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

５ ［ドライバディスクのの挿入］で以下を入力後、

キーを押します。

　　A:\NETWARE\DOSODI

　　　　　　（フロッピーディスクドライブがAドライブの場合）



２. NetWare Client for DOSODI

８３

６ ［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］と

表示されている事を確認して、キーを押します。

７ 使用するフレームなどを選択し、

［F10］キーを押します。

８ ［ネットワークボードのドライバを選択してください］の項目の下

が［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］となってい

る事を確認します。

［ここを選択して＜Enter＞を押すとインストールを開始します］

にカーソルを移動して、キーを押します。

以上でインストールは終了です。

後は、画面の指示にしたがってインストールを続行してください。



８４

・本製品を［Personal NetWare J 1.0］で使用するには、CONFIG.SYS にソケットサービ

　ス･カードサービスが登録されている必要があります。

　詳細は、【１. Windows 3.1 (MS-DOS)】(80 ページ)を参照してください。

・DOS/V マシンのマルチコンフィグ機能には対応していません。

１ install.exeでインストールする際に、

［１次ネットワークインタフェースカード］→［OEM製NetWareイン

タフェースカードの設定］を選択します。

２ サポートソフトをフロッピーディスクドライブにセットします。

　　・DOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

３ 以下のドライブとディレクトリを入力します。

・ DOS/Vマシンをお使いの場合

 （以下はフロッピーディスクドライブが A ドライブの場合）

　　　　　　　　A:\netware\dosodi

・ PC-9821シリーズをお使いの場合

 （以下はフロッピーディスクドライブが C ドライブの場合）

　　　　　　　　C:\netware\dosodi

後は画面の指示に従ってインストールを継続してください。

詳細はPersonal NetWare J 1.0のマニュアルを参照してください。

３．Personal NetＷare J 1.0

注意！



８５

・本製品を［Microsoft LAN Manager］で使用するには、CONFIG.SYS にソケットサービ

　ス･カードサービスが登録されている必要があります。

　詳細は、【１. Windows 3.1 (MS-DOS)】(80 ページ)を参照してください。

・DOS/V マシンのマルチコンフィグ機能には対応していません。

　@REM ======= LANMAN 2.1････････････」で囲まれた領域を「mscdex.exe」の登録箇

　所より先に移動してください。

１ LAN Managerのsetup.exeを起動します。

２ ［表示/変更］→［ネットワークドライバの登録］→［新規設定］→

［その他のドライバ］を順に選択します。

３ サポートソフトをフロッピーディスクドライブにセットします。

　　・DOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

４ サポートソフトを挿入したドライブ名のみを入力します。

５ ［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］が表示されて

いる事を確認します。

６ ［ネットワークプロトコル］で任意のプロトコルを選択し、

［ネットワークドライバ設定］で、［了解］→［保存］でインストール

は終了です。

４．Microsoft LAN Manager

ドライバまたはプロトコルファイルのコピー 
指定されたドライブにネットワークドライバディスクを 

挿入してください． 
または新規のパス名を指定してください： 

[A:............................] 

その後で＜了解＞を選択してください． 

＜了解＞ ＜ドライバのインポート取消＞ ＜ヘルプ＞ 

注意！



８６

・本製品を［LANtastic 6.0］で使用するには、CONFIG.SYS にソケットサービス･カード

　サービスが登録されている必要があります。

　詳細は、【１. Windows 3.1 (MS-DOS)】(80 ページ)を参照してください。

・DOS/V マシンのマルチコンフィグ機能には対応していません。

１ LANtastic 6.0のinstall.exeでインストールする際に

［追加機能の選択］→［インストール処理の継続］を選択後、

［NDISサポート ネットワークアダプタ］を選択します。

２ サポートソフトをフロッピーディスクドライブにセットします。

　　・DOS/Vマシンをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC98-NX・DOS/V用」ディスク

　　・PC-9821シリーズをお使いの場合

　　　　　　　「PCET/TX-Rサポートソフト  PC-9821シリーズ用」ディスク

３ 以下のドライブ名とディレクトリ名を指定します。

・ DOS/Vマシンをお使いの場合

 （以下はフロッピーディスクドライブが A ドライブの場合）

　　　　　　　　A:\ｌａｎtａｓｔ

・ PC-9821シリーズをお使いの場合

 （以下はフロッピーディスクドライブが C ドライブの場合）

　　　　　　　　C:\lantast

後は画面の指示に従ってインストールを継続してください。

詳細はLANtastic 6.0のマニュアルを参照してください。

５．LANtastic 6.0

注意！



８７

必要に応じてお読みください。

　　　　　　　　　　　　本製品を使用して異常があった場合にご覧ください。

　　　　　　　　　　　　ネットワークコンポーネントについて説明します。

　　　　　　　　　　　　Windows 3.1およびMS-DOSで使用する場合に

　　　　　　　　　　　　必要となるソケットサービス・カードサービスに

　　　　　　　　　　　　ついて説明します。

　　　　　　　　　　　　本製品の仕様について説明します。

　困ったときには

　仕様

88ﾍﾟｰｼﾞ

113ﾍﾟｰｼﾞ

　ネットワークコンポーネントについて 105ﾍﾟｰｼﾞ

　ソケットサービス・カードサービス 111ﾍﾟｰｼﾞ



８８

本製品を使用していて異常があった場合にご覧ください。

● 基本的なトラブル

状態 参照ページ

本製品を取り付けてもLn/ActのLEDが光らない ９０

● Windowsでのトラブル

状態 参照ページ

インストール画面が表示されない ９１

本製品が正常に動作しない ９２

［ネットワーク］画面で、

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］が表示されな

い

［デバイスマネージャ］の確認で、

［ネットワークアダプタ］が表示されない

［デバイスマネージャ］の確認で、

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］が表示されな

い

９３

［マイネットワーク］（ネットワークコンピュータ）に、

他のコンピュータ名が表示されない

［デバイスマネージャ］の確認で、

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］と競合するデ

バイスが表示されている

［デバイスマネージャ］の確認で、

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］の頭に、

黄色の！マークがついている

９４

「レジューム」「ハイバネーション」「スタンバイ」の後、

動作が不安定になる
９８

（Windows Me/98/95のみ）

インストール後の確認で、［ネットワークパスワードの入力］

画面が表示されない

（Windows Me/98/95のみ）

インストール後の確認で、デスクトップ上に、［マイ ネット

ワーク］（ネットワークコンピュータ）アイコンが表示されな

い

９９

困ったときには



困ったときには

８９

● Windowsでのトラブル

状態 参照ﾍﾟｰｼﾞ

（Windows Me/98/95のみ）

［ネットワーク］画面に、

［Microsoftネットワーククライアント］が表示されない

（Windows Me/98/95のみ）

［ネットワーク］画面に、[TCP/IP]が表示されない

１００

（Windows Me/98/95のみ）

［ネットワーク］画面に、

［TCP/IP－＞xxxxxxxx]は複数表示されているのに、

［TCP/IP－＞I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter]

が表示されていない

１０１

（Windows NT 4.0のみ）

インストール後の確認で、［サービスコントロールマネー

ジャ］によるエラー画面が表示される

（Windows NT 4.0のみ）

本製品のドライバをインストール後、Windows NT 4.0が正常に

動作しない

１０２

● NetWareでのトラブル

状態 参照ページ

NetWare 3.12JのDOSクライアントをインストールしたら、

LSL.COM Ver 2.11以上のものが必要というエラーが表示される
１０３

● Windows3.1,MS-DOSでのトラブル

状態 参照ページ

MS-DOS用のネットワークドライバ組み込み時にハングアップす

る
１０４



困ったときには

９０

原因１ ケーブルの接続が悪い。

対処
メディアカプラと本製品、および、LANケーブルとメディアカプラ

の接続が緩んでいないか、確認してください。

また、LANケーブルがハブなどのネットワークに接続されている

か、また、LANケーブルの種類（クロスケーブルとストレートケー

ブル）が間違っていないか、ネットワーク回線を調べてください。

原因２ 本製品がPCカードスロットに正しく取り付けられていない。

対処
本製品がパソコンのPCカードスロットに適切に装着されているか調

べてください。

原因３ 本製品を取り付けているPCカードスロットが不安定である。

対処 別のPCカードスロットに取り付けてみてください。

原因４ パワーマネジメント機能がONになっている。

対処
本製品を取り外してから、パワーマネジメント機能をOFFにしま

す。再度、本製品を取り付けてください。

原因５ 本製品の表裏を逆にして挿入している。

対処

本製品のラベル面を確認してください。

通常は、ラベル面を上にして挿入しますが、パソコンによっては

表裏を逆にして挿入する場合もあります。

ご使用のパソコンの取扱説明書で確認してください。

基本的なトラブル

本製品を取り付けてもLn/ActのLEDが光らない



困ったときには

９１

原因１ 本製品がPCカードスロットに正しく取り付けられていない。

対処
本製品がパソコンのPCカードスロットに適切に装着されているか

確認してください。

原因２ 既に正常にインストールされている。

対処

一度、サポートソフトをインストールした場合は、次回からインス

トール画面は表示されません。

【インストール後の確認】(61ページ)でインストールが正常であれば問

題ありません。

原因３

間違ったドライバが既にインストールされている、または、インス

トール時に[スキップ]ボタンや[キャンセル]ボタンなどをクリック

して中断したためにドライバが正常にインストールされていない。

対処
次ページの【本製品が正常に動作しない】の［対処］を参照してくださ

い。

原因４ 本製品を取り付けているPCカードスロットが不安定である。

対処 別のPCカードスロットに取り付けてみてください。

原因５ パワーマネジメント機能がONになっている。

対処
本製品を取り外してから、パワーマネジメント機能をOFFにしま

す。再度、本製品を取り付けてください。

原因６ 本製品の表裏を逆にして挿入している。

対処

本製品のラベル面を確認してください。

通常は、ラベル面を上にして挿入しますが、パソコンによっては

表裏を逆にして挿入する場合もあります。

ご使用のパソコンの取扱説明書で確認してください。

インストール画面が表示されない

Windowsでのトラブル



困ったときには

９２

原因１ 本製品を取り付けていない、または、正しく取り付けていない。

対処

本製品を差し込んでいない状態では表示されません。本製品がPC

カードスロットに差し込まれていることを確認してください。

タスクトレイ（画面右下）にPCカードアイコンがなければ、本製品

をそのまま取り外して、もう一度取り付けてください。

タスクトレイにPCカードアイコンがあれば、【８. PCカードスロットか

ら取り外す場合の注意】(75ページ)を参照して、カードを取り外し、

もう１度、取り付けてください。

原因２

間違ったドライバが既にインストールされている、または、インス

トール時に［スキップ］ボタンや［キャンセル］ボタンなどをク

リックして中断したためにドライバが正常にインストールされてい

ない。

対処１

［デバイスマネージャ］の一覧に［？その他のデバイス］が無いか

ご確認ください。

［？その他のデバイス］がある場合で、さらにその下に、

［I-O DATA-PCETTXR］が無いかご確認ください。

ある場合は、［I-O DATA-PCETTXR］をクリックし、［削除］ボタン

で削除後、パソコンを再起動してください。

（Windows 2000の場合は、［I-O DATA-PCETTXR］を右クリックし、

　メニュー内の［削除］をクリックして削除後、パソコンを再起動

　してください。）

再起動後、以下の個所を参照して、再度インストールしてくださ

い。

　　・Windows 2000の場合　→　18ページ参照

　　・Windows Meの場合　→　24ページ参照

　　・Windows 98の場合　→　30ページ参照

　　・Windows 95の場合　→　36ページ参照

本製品が正常に動作しない



困ったときには

９３

対処２

［デバイスマネージャ］の一覧の［ネットワークアダプタ］の下の

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］の頭に！マークが

ないかご確認ください。

ある場合は、94ページの対処を参照してください。

対処
前ページ【本製品が正常に動作しない】の［対処］を参照してくださ

い。

対処
前ページ【本製品が正常に動作しない】の［対処］を参照してくださ

い。

対処
前ページ【本製品が正常に動作しない】の［対処］を参照してくださ

い。

［デバイスマネージャ］の確認で、

［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter］が表示されない

［ネットワーク］画面で、［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet

Adapter］が表示されない

［デバイスマネージャ］の確認で、

［ネットワークアダプタ］が表示されない



困ったときには

９４

原因 本製品を正しく取り付けていない。

対処

タスクトレイ（画面右下）にPCカードアイコン（またはハードウェ

アの取り外しアイコン）がなければ、本製品をそのまま取り外し

て、もう一度取り付けてください。PCカードアイコン（またはハー

ドウェアの取り外しアイコン）があれば、【８. PCカードスロットから

取り外す場合の注意】(75ページ)の各OSの項を参照して、カードを取

り外し、もう１度、取り付けてください。

対処
以下の【［デバイスマネージャ］の確認で、…・】での［対処］を参照してく

ださい。

原因１ パソコンを再起動していない。

対処

本製品をPCカードスロットに挿入したまま、パソコンを再起動しま

す。再起動後、もう１度、【７. インストール後の確認】(61ページ)を

行ってみてください。

原因２ リソースが競合している。

対処
次ページの手順を行ってみてください。（画面は、DOS/Vマシンで

のWindows 98を例にしています。）

［デバイスマネージャ］の確認で、［I-O DATA PCET/TX-R Fast

Ethernet Adapter］の頭に、黄色の！マークがついている

[マイネットワーク]（ネットワークコンピュータ）に、

他のコンピュータ名が表示されない

［デバイスマネージャ］の確認で、［I-O DATA PCET/TX-R Fast

Ethernet Adapter］と競合するデバイスが表示されている



困ったときには

９５

１ ！マークが表示されている［I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet

Adapter］をクリックし、［プロパティ]ボタンをクリックします。

２ ［リソース］タブをクリックし、［競合するデバイス］欄内に表示さ

れている競合しているリソース（［割り込み要求］,［I/Oの範囲］）

を確認します。このリソースの変更や競合する製品側でのリソースの

変更を行います。

次ページ以降の方法で変更してみてください。

①クリック

②クリック



困ったときには

９６

リソースの変更

方法１ 本製品側でリソースの変更を行う方法

ご使用のパソコンによっては、変更できない場合があります。

その場合は、以下の方法をお試しください。

１ ［自動設定］（Windows 98の場合は、［自動設定を使う］）の

チェックを外します。

競合しているリソース（［割り込み要求］,［I/Oの範囲］）を

クリックし、［設定の変更］ボタンをクリックします。

２ 競合デバイスが無い値に変更します。変更後、［OK］ボタンを

クリックしてすべての画面を閉じます。

３ Windowsを再起動して、！マークが消えていないか確認してみ

てください。



困ったときには

９７

リソースの変更

方法２ 本製品と競合している製品側で

リソースの変更で行う方法

１ ［デバイスマネージャ］画面で、競合している製品を探しま

す。（詳細は、その製品の取扱説明書やメーカーにご確認くだ

さい。）

２ 後は、前ページの手順１～３を参考に、その製品のリソースの

変更ができないか、おためしください。

リソースの変更

方法３ パソコン本体に

空きのリソースを作成する方法

１ 既存のデバイスの内、使用していないものを無効にしたり、

取り外したりして、必要なリソースの空きを作ってください。

方法については、パソコン本体の取扱説明書を参照してくださ

い。

２ 空きを作成後、！マークが消えていないか確認してみてくださ

い。

《パソコンで使用しているリソースの確認方法》

1.［マイコンピュータ］を右クリックし、メニューから［プロパティ］をクリックします。

2.[デバイスマネージャ]タブをクリックし、［コンピュータ］を選択します。

3.[プロパティ]ボタンをクリックして、リソースの空きが確認できます。

　（詳しくはパソコン本体の取扱説明書をご覧ください。）

参考



困ったときには

９８

対処
「レジューム」「ハイバネーション」「スタンバイ」を行わないよ

うに設定してください。

「レジューム」「ハイバネーション」はメーカー独自のユーティリティやパソコン本体の

BIOS で設定している場合があります。

設定を変更するにはパソコン本体の取扱説明書をご覧になるか、パソコンメーカーにお

問い合わせください。

「レジューム」とは…・

→レジューム機能とは、しばらく何も操作しないでいたり、電源を入れたままノートパソコ

　　ンのふたを閉めると自動的に働く省電力機能です。

　　レジューム機能の停止方法（Windows Me/98/95 の例）

　　　　①[スタート]→[設定]→[コントロールパネル]の[電源の管理]アイコンをダブルク

　　　　　リックします。

　　　　②[システムスタンバイ]欄の[電源に接続][バッテリを使用中]を共に「なし」に設定

　　　　　してください。

「ハイバネーション」とは…・

→ハイバネーション機能とは、ノートパソコンでバッテリーが残り少なくなると自動的に電

　　源を切る直前の状態をハードディスクに保存しておき、電源を入れた時に元の状態

　　に戻す機能です。

　　ハイバネーション機能が無効になるよう設定してください。

本製品を使用中は、スタンバイ機能に対応しているパソコンでは“[スタート]→[Windows

の終了]”での［スタンバイ］は選択しないでください。

「レジューム」「ハイバネーション」「スタンバイ」の後、

動作が不安定になる

注意！

参考

参考

参考



困ったときには

９９

原因１ サポートソフトが正常にインストールされていない

対処 【Windows Me/98/95の確認】での【確認③】(65ページ)で、インストー

ルが正常かを確認してください。

原因２ ネットワークの設定で［Microsoftネットワーククライアント］が

登録されていない

対処

［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］→［ネットワー

ク］を開き、［Microsoftネットワーククライアント］が登録され

ているか確認してください。

無い場合は、［追加］ボタンで追加してください。

また、［優先的にログインする］を［Microsoftネットワーククラ

イアント］になっているかも確認してください。

原因
ネットワークの設定で［Microsoftネットワーククライアント］が

登録されていない。

対処

［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］→［ネットワー

ク］を開き、［Microsoftネットワーククライアント］が登録され

ているか確認してください。

無い場合は、［追加］ボタンで追加してください。

また、［優先的にログインする］を［Microsoftネットワーククラ

イアント］になっているかも確認してください。

（Windows Me/98/95のみ）

インストール後の確認で、［ネットワークパスワードの入力］画面が

表示されない

（Windows Me/98/95のみ）

インストール後の確認で、デスクトップ上に、[マイ ネットワーク]

（ネットワークコンピュータ）アイコンが表示されない



困ったときには

１００

原因

[Microsoftネットワーククライアント]がインストールされていな

い、または、優先的にログオンするネットワークの指定が正しくな

い。

対処 105ページの手順を行ってください。

原因 [TCP/IP]がインストールされていない。

対処 108ページの手順を行ってください。

（Windows Me/98/95のみ）

［ネットワーク］画面に、

［Microsoftネットワーククライアント］が表示されない

（Windows Me/98/95のみ）

［ネットワーク］画面に、[TCP/IP]が表示されない



困ったときには

１０１

原因 登録されているLANアダプタの数が多い。

（登録できるLANアダプタの数には、制限があります。）

対処

［ネットワーク］画面で、必要の無い、あるいは使用していない

LANアダプタをクリックして、［削除］ボタンで削除してくださ

い。

●必要の無いLANアダプタの例

　　　・以前使用していたが、現在使用していないLANアダプタ

・ 赤外線通信を行わない場合の「赤外線通信アダプタ」

※ 赤外線通信アダプタの名称は、パソコン本体により異なりま

す。

また、パソコン本体のBIOSの設定が必要となる場合がありま

すので、詳細はパソコンメーカーにお問い合わせくださ

い。

・インターネット・プロバイダに「AOL」を使用していない

　場合の「AOL Adapter」および「AOL Dialup Adapter」

（Windows Me/98/95のみ）

［ネットワーク］画面に、

［TCP/IP－＞xxxxxxxx]は複数表示されているのに、

［TCP/IP－＞I-O DATA PCET/TX-R Fast Ethernet Adapter]

が表示されていない



困ったときには

１０２

《エラー画面》

原因１ 本製品が正しく取り付けられていない。

対処

①Windows NT 4.0を終了し、パソコンの電源を切ります。

②本製品を挿入しなおします。

③Windows NT 4.0を起動します。

それでも正常動作しない場合は、取り付けるスロットを変更してお

試しください。

原因２ サービスパックをインストールし直していない。

対処

サービスパックをインストールし直し、その後再起動してくださ

い。

（【５. Windows NT 4.0】(51ページ)でのインストール手順で、サービス

パック以前の古いバージョンのファイルが組み込まれる場合がある

ためです。）

原因
ドライバのインストール前に、サービスパックをインストールして

いた。

対処 本ページ上の、［原因２］の［対処］を参照してください。

（Windows NT 4.0のみ）

インストール後の確認で、［サービスコントロールマネージャ］による

エラー画面が表示される

（Windows NT 4.0のみ）

本製品のドライバをインストール後、Windows NT 4.0が正常に動作

しない



困ったときには

１０３

原因
NetWare 3.12J付属のクライアントディスクに含まれる「LSL.COM」

のバージョンが古い

対処

使用している機種（DOS/Vマシン用、PC-9821シリーズ用）に応じた

「DOS/Windows用.VLMクライアント」または「Novell Client for

DOS and Windows」を入手する必要があります。

下記URLより、ダウンロードし入手してください。

　　http://support-j.novell.co.jp/misc/patlst.html

（弊社では、ノベル社の推奨環境に基づきODI4.0にてドライバ供給

を行っています。）

NetWare 3.12JのDOSクライアントをインストールしたら、

LSL.COM Ver 2.11以上のものが必要というエラーが表示される

NetWareでのトラブル



困ったときには

１０４

原因 MS-DOSまたは、メモリマネージャのバージョンが古い

対処

MS-DOSまたは、メモリマネージャのバージョンを確認し、【動作環

境の確認】の［注意］(4ページ)を参照して対応外のものでないかを確

認してください。

Windows 3.1,MS-DOSでのトラブル

MS-DOS用のネットワークドライバ組み込み時にハングアップする
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ここでは、ネットワーク上で必要となる［ネットワークコンポーネント］のインス

トール手順やIPアドレスの設定例等を説明します。

・［Microsoftネットワーククライアント］のインストール →以下参照

・［TCP/IP］のインストール →108ページ参照

ここでは、［Microsoftネットワーククライアント］のインストール手順について

説明します。

１ [ネットワークコンピュータ]を右クリックして、

[プロパティ]をクリックします。

ネットワークコンポーネントについて

［Microsoftネットワーククライアント］のインストール

①右クリック

②クリック



ネットワークコンポーネントについて

１０６

２ [追加]ボタンをクリックします。

３ [クライアント]をクリックし、

[追加]ボタンをクリックします。

４ 製造元欄の[Microsoft]をクリックし、

ネットワーククライアント欄から[Microsoftネットワーククライアン

ト]をクリックし、[OK]ボタンをクリックします。

クリック

①クリック ②クリック

①クリック

②クリック

③クリック



ネットワークコンポーネントについて

１０７

５ ［優先的にログオンするネットワーク］に

[Microsoftネットワーククライアント]を選択し、

[OK]ボタンをクリックします。

後は、画面の指示にしたがって処理を進め、パソコンを再起動しま

す。

以上で、［Microsoftネットワーククライアント］のインストール手順は

終了です。

①選択

②クリック



ネットワークコンポーネントについて

１０８

ここでは、［TCP/IP］プロトコルのインストール手順について説明します。

１ [ネットワークコンピュータ]を右クリックして、

[プロパティ]をクリックします。

２ [追加]ボタンをクリックします。

［TCP/IP］のインストール

①右クリック

②クリック

クリック



ネットワークコンポーネントについて

１０９

３ [プロトコル]をクリックし、

[追加]ボタンをクリックします。

４ 製造元欄の[Microsoft]をクリックし、

ネットワークプロトコル欄から[TCP/IP]を選び、

[OK]ボタンをクリックします。

①クリック

②クリック

①クリック

②クリック

③クリック



ネットワークコンポーネントについて

１１０

５ 手順２の画面に戻りますので、[TCP/IP]または

[TCP/IP->xxxxxxxx] （xxxxxxxxには、お使いのLANアダプタのデバイス

名が表示されます） と表示されることを確認して、

[OK]ボタンをクリックします。

後は、画面の指示にしたがって処理を進め、パソコンを再起動しま

す。

以上で、［TCP/IP］のインストール手順は終了です。

①確認

②クリック

【困ったときには】の P101

をご参照ください。

［TCP/IP－＞xxxxxxxxx］

は複数表示されているのに、

［TCP/IP－＞I-O DATA PCET/TX-R･…］

の表示が無い場合は…
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本製品がWindows 3.1およびMS-DOSで使用するには、まずPCカードを利用するため

のPCカードドライバ(ソケットサービス・カードサービス)がCONFIG.SYSに組み込ま

れている必要があります。

組み込まれていない場合、パソコン本体付属のPCカードドライバの組み込みを行っ

てください。

●Phoenix社の場合(EPSON Direct NT-500等)
DEVICE=C:\DOS\HIMEM.SYS

DEVICE=C:\DOS\EMM386.EXE  X=C800-C8FF , X=C900-CFFF*
メモリ
    マネージャ

                  

弊社 VMM386.EXE の場合
C:\MDEV\IOSPRO\VMM386.EXE /ROM=C8-CF *

DEVICE=C:\PCM3\CNFIGNAM.EXE /DEFAULT

DEVICE=C:\PCM3\PCMSS.EXE     （ ソケットサービス            ）

DEVICE=C:\PCM3\PCMCS.EXE     （ カードサービス              ）

DEVICE=C:\PCM3\PCMRMAN.SYS

DEVICE=C:\PCM3\PCMSCD.EXE

●SystemSoft社の場合(COMPAQ CONTURA 400等)

DEVICE=C:\DOS\HIMEM.SYS

DEVICE=C:\DOS\EMM386.EXE  X=D000-DFFF*
メモリマネージャ

                     

弊社 VMM386.EXE の場合
C:\MDEV\IOSPRO\VMM386.EXE /ROM=D0-DF

*

DEVICE=C:\CARDSOFT\SSVLSI.EXE（ ソケットサービス            ）

DEVICE=C:\CARDSOFT\PCMSMIX.EXE

DEVICE=C:\CARDSOFT\CS.EXE    （ カードサービス              ）

DEVICE=C:\CARDSOFT\CSALLOC.EXE

DEVICE=C:\CARDSOFT\CARDID.EXE C:\CARDSOFT\CARDID.INI

占有メモリについて

本製品はカード属性情報(タプル)を 512 バイト持っています。この情報を読み出すため

に使用するメモリのアドレス範囲が指定されています。

ソケットサービス・カードサービス
（MS-DOS用）

参考

DOS/Vマシンでの例



ソケットサービス・カードサービス（MS-DOS用）

１１２

●IBM社の場合(ThinkPad 230Cs等)

DEVICE=C:\DOS\HIMEM.SYS

DEVICE=C:\DOS\EMM386.EXE  X=C800-CFFF*
メモリマネージャ

                    

弊社 VMM386.EXE の場合
C:\MDEV\IOSPRO\VMM386.EXE /ROM=C8-CF

*

DEVICE=C:\EZGOING\IBMDSS01.SYS /M  （ ソケットサービス     ）

DEVICE=C:\EZGOING\IBMD0SCS.SYS     （ カードサービス       ）

DEVICE=C:\EZGOING\DICRMU01.SYS /MA=C800-CFFF

DEVICE=C:\EZGOING\AUTODRV.SYS C:\EZGOING\AUTODRV.INI

占有メモリについて

本製品はカード属性情報(タプル)を 512 バイト持っています。この情報を読み出すため

に使用するメモリのアドレス範囲が指定されています。

DEVICE=A:\DOS\HIMEM.SYS

DEVICE=A:\DOS\EMM386.EXE  /E=DC00-DFFF
メモリマネージャ

       

弊社 VMM386.EXE の場合
A:\MDEV\IOSPRO\VMM386.EXE /ROM=DC-DF

DEVICE=A:\DOS\SSDRV.SYS （ ソケットサービス           ）

DEVICE=A:\DOS\CS.EXE （ カードサービス             ）

DEVICE=A:\DOS\CSALLOC.EXE A:\DOS\CSALLOC.INI

DEVICE=A:\DOS\CARDID.EXE A:\DOS\CARDID.INI

参考

PC-9821シリーズでの例
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LANアダプタカード PCET/TX-R

LANコネクタ RJ-45

メディアタイプ 10BASE-T/100BASE-TX

バス幅 16Bit

RAMバッファ 64KB

LEDインジケータ

10/100

Half/Full

Ln/Act

使用可能な

割り込み番号

・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンの場合

IRQ 3,5,9,10,11,12,15

・PC-9821シリーズの場合

INT 0,1,2,5,6

(IRQ 3,5,6,12,13)

使用可能な

I/Oポート

・PC98-NXシリーズおよびDOS/Vマシンの場合

240h～380h（20h単位）

[260h,2A0h,2E0hを除く]

・PC-9821シリーズの場合

0D0h,1D0h,2D0h,3D0h,4D0h,5D0h,6D0h,7D0h

使用温度範囲 0℃～40℃

(パソコンの動作する温度範囲であること)

使用湿度範囲 10％～90％

（結露しないこと。パソコンの動作する湿度範囲であること）

消費電流(MAX) +5V/380mA

サイズ PCカード規格 TYPEⅡ(85 x 54 x 5 mm)

仕様
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■お知らせいただく事項
1. お客様の住所・氏名・郵便番号・連絡先の電話番号及び FAX 番号

2. ご使用の弊社製品名と、サポートソフトウェアディスクのシリアル No.

3. ご使用のパソコン本体と周辺機器の型番。

4. ご使用の OSとアプリケーションの名称、バージョン及びメーカー名。

5. 現在の状態(どのようなときに、どうなり、今はどうなっているか。画面の状態やエ

ラーメッセージなどの内容)。

■ オンライン

■郵便

■電話

■FAX

本製品に関するお問い合わせは、PLANT コールセンターのみで行っています。

予めご了承ください。

PLANTコールセンターへのお問い合わせ

　インターネット http://www.iodata.co.jp/support/
         　　　　　　　「PLANTコールセンターお問い合わせ」内のフォームを

　　　　　　　　　　　　　　使用して、E-Mailをお送りください。

　〒920-8513　　石川県金沢市桜田町２丁目８４番地　ｱｲ･ｵｰ･ﾃﾞｰﾀ第２ビル

　　　　　株式会社アイ・オー・データ機器

PLANTコールセンター「PCET/TX-R」係宛

電話番号 　　金沢 076-260-3644
　　　　　　　　　　　　　　　東京 03-3254-1144

　受付時間　　9:30～19:00　月～金曜日（祝祭日を除く）

FAX 番号 　　金沢 076-260-3360
　　　　　　　　　　　　　　　東京 03-3254-9055

　宛先 　　株式会社アイ・オー・データ機器

PLANT コールセンター「PCET/TX-R」係　宛
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以下の手順でユーザー登録を行うことができます。

１ 添付のVerシールを、ユーザー登録カード、サポートソフトウェアディスクの「Ver

シール」と書かれている欄、本書の巻末に貼ってください。

２ 添付のハードウェアシリアルNo.シールを、ユーザー登録カード、ハードウェア保

証書に貼ってください。

３ ●オンライン登録する場合(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ http://www.iodata.co.jp/regist)

インターネットに接続できる環境をお持ちの場合はこちらでユーザー

登録を行ってください。

上記のアドレスにある［オンラインユーザー登録］のフォームにて、

ユーザー登録を行ってください。

オンライン・ユーザー登録後、お手元のユーザー登録カードには、

ユーザー登録番号を記入して大切に保管してください。

●ハガキで登録する場合

ユーザー登録カードに、必要な事項をご記入のうえ、弊社まで必ずご

返送ください。

ユーザー登録カードによる登録の場合、必要事項のご記入もれや必要なシールの貼り
忘れがあった場合は、ユーザー登録できません。必ずご確認ください。

ユーザー登録

注意！
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入手方法は以下の通りです。

■オンライン

■サービス窓口からの郵送
下記の窓口までお問い合わせください。（送料及び手数料はお客様負担）

■ご注意
● インターネットによるダウンロードはお客様の責任のもとで行ってください。

サポートソフトのバージョンアップ

　インターネット http://www.iodata.co.jp/　→「サポートライブラリ」

　住所　 〒920-8513　　石川県金沢市桜田町２丁目８４番地

アイ・オー・データ第２ビル

　　　　　株式会社アイ・オー・データ機器

　　　「PCET/TX-R」 サービス窓口　　宛

　電話番号　　076-260-3663
　受付時間   9:30～12:00　13:00～17:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金曜日（祝祭日を除く）
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■保証期間
保証期間は、お買い上げの日より３年間です。保証期間を過ぎたものや、保証書に販売店印

とお買い上げ日の記述のないものは、有償修理となります。また、修理を受ける場合には保

証書が必要になりますので、大切に保管してください。

弊社が販売終了を決定してから、一定期間が過ぎた製品は、修理ができなくなる場合があり

ます。

詳細は、ハードウェア保証書をご覧ください。

■保証範囲
次のような場合は、保証の責任を負いかねます。予めご了承ください。

 本製品の使用によって生じた、データの消失及び破損。

 本製品の使用によって生じた、いかなる結果やその他の異常。

 弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障。

保証について
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弊社製品の修理につきましては、以下の事項をご確認の上、販売店へご依頼いただ

くか、または下記修理品送付先までお送りくださいます様、お願い致します。

● 原則として修理品は弊社への持ち込みが前提です。送付される場合は、発送時の費用はお

客様負担、修理後の返送費用は弊社負担とさせていただきます。

● 修理品にはご使用の環境や現在の状態（『PLANT コールセンターへのお問い合わせ』の「お

知らせいただく事項」）をお書き添えください。

● 保証期間中は無償で修理いたします。ただし、次の場合は有償となります。

◇保証書がない場合

◇保証書の所定事項が未記入の場合

◇逆挿入など誤った操作方法や、お買い上げ後の輸送、落下、取り付け場所の移設によ

　る破損、故障の場合

◇落雷などの事故による破損の場合

◇本製品を改造した場合

● 保証期間後は有償で修理いたします。

製品によっては主要部品がユニット化（一体化）されている場合があります。これらの製

品で故障が主要部品におよんでいた場合、各ユニットの交換を実費で行います。

● 修理品送付先

※修理品を送付される場合は、輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱･梱包材を使用し

　てください。また、紛失等のトラブルを避けるため、宅配便または書留郵便小包での

　ご送付をお願いいたします。

● 修理品納期問い合わせについて

※申し込まれた修理品の納期をお知りになりたい場合は、上記までお問い合わせください。

修理について

　住所　 〒920-8513
石川県金沢市桜田町２丁目８４番地　アイ・オー・データ第２ビル

　　　　　株式会社アイ・オー・データ機器

「PCET/TX-R」 修理係　　宛

　受付窓口　「PCET/TX-R」 サービス窓口

　電話番号　本社 076-260-3663
　受付時間　9:30～12:00　13:00～17:00　月～金曜日（祝祭日を除く）



【ご注意】

1) 本製品及び本書は株式会社アイ・オー・データ機器の著作物です。

したがって、本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁

じられています。

2) 本製品及び本書の内容については、改良のために予告なく変更することがあります。

3) 本製品及び本書の内容について、不審な点やお気づきの点がございましたら、弊社PLANTコールセン

ターまでご連絡ください。

4) 本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承く

ださい。

5) 本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定により戦略物資等輸出規制製品に該当する場合がありま

す。

国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続きが必要になる場合があります。

6) 本サポートソフトウェアの使用にあたっては、バックアップ保有の目的に限り、各1部だけ複写できる

ものとします。

7) 本サポートソフトウェアに含まれる著作権等の知的財産権は、お客様に移転されません。

8) 本サポートソフトウェアのソースコードについては、如何なる場合もお客様に開示、使用許諾を致し

ません。また、ソースコードを解明するために本ソフトウェアを解析し、逆アセンブルや、逆コンパ

イル、またはその他のリバースエンジニアリングを禁止します。

9) 書面による事前承諾を得ずに、本サポートソフトウェアをタイムシェアリング、リース、レンタル、

販売、移転、サブライセンスすることを禁止します。

10) 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など人命に関る設備や機器、

及び高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用は意図され

ておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故障により、

人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。設備や

機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作防止設計など、安全設計に

万全を期されるようご注意願います。

11) 本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。

また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりませ

んので、予めご了承ください。(This product is for use only in Japan.  We bear no

responsibility for any damages or losses arising from use of, or inability to use, this

product outside Japan and provide no technical support or after-service for this product

outside Japan.)

12) お客様は、本サポートソフトウェアを一時に1台のパソコンにおいてのみ使用することができます。

13) お客様は、本製品または、その使用権を第三者に対する再使用許諾、譲渡、移転またはその他の処分

を行うことはできません。

14) 弊社は、お客様が【ご注意】の諸条件のいずれかに違反されたときは、いつでも本製品のご使用を終

了させることができるものとします。

　● I-O DATA,PLANTは、株式会社アイ・オー・データ機器の登録商標です。

　● ArtisoftとLANtasticは、米国 Artisoft,Inc.の登録商標です。

　● Ethernetは、米国 Xerox Corporationの登録商標です。

　● Microsoft,Windows,Windows NT,MS,MS-DOSは、米国 Microsoft Corporationの登録商標です。

　● NetWareは、米国 Novell,Inc.の登録商標です。

　● その他、一般に会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。



PCET/TX-R 取扱説明書

2001.Mar.13  67323-03

発 行  株式会社アイ･オー･データ機器

              〒920-8512 石川県金沢市桜田町３丁目１０番地

C  2000-2001 I-O DATA DEVICE,INC. All rights reserved.

本製品及び本書は著作権法により保護されておりますので

無断で複写、複製、転載、改変することは禁じられています。

ここにＶｅｒシールをお貼りください
 　　　　Ｖｅｒシール 　　　　



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [283.465 419.528]
>> setpagedevice




